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 ミッション 2030の前文に 

 込められた思い 

 「教会活動を見直してみよう」と

いう議論が 2014年 9月の信徒評議

員の研修会で行われ、2015年度に

年間を通して「教会生活見直しワ

ークショップ」を開催。信徒の皆さ

んとともに教会の現状を見つめ直

し、これから私たちがどのように

信仰生活を歩んでいくべきかを探

してきました。 

 そうして 2016年、教会の方針と

なる「ミッション 2030」が正式に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始まったのです。 

 「ミッション」という語には使命、

任務、役割などの意味があります

が、具体的には、目標を定めて、そ

の目標に向かって実際に歩んでい

くことを指します。それを言語化

したのが、ミッション 2030の前文

です（囲み参照）。 

 冒頭の「祈りにもとづく使徒的

共同体を生きていきます」がミッ

ション2030でもっとも大切な部分

です。祈りの内に御旨に耳を傾け

ながら、人々のために生きる共同

体となることを目指す。これが私

たちの目標です。 

 「現代の社会は～いつくしみの

扉を開いていきます」の部分は、

2016年当時の社会状況を踏まえた

内容となっています。今なら疫病

や戦争が入るかもしれません。い

ずれにしても、私たちにとっての

誘惑は「殻に閉じこもる」ことです。

人は危機に直面すると不安や恐れ

から閉じこもりがちになりますが、

それとともに教会の力は弱くなっ

てしまいます。教皇フランシスコ

も「勇気をもって扉を開き、外へ出

て行こう」と言われているように、

どのような危機に瀕しても教会は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

扉を開き、すべての人を受け入れ

ることが重要です。 

 次の「同伴者キリスト」は、エマ

オで弟子たちとともに歩み、導い

たイエスのイメージです。 

 そして「皆で共に手をたずさえ」

は、協働を表す部分です。外国人信

徒との関わり方は、ミッション

2030が始まった当時と現在では大

きく変わり、交流は今後さらに深

まっていくでしょう。2030年にな

って教会のミッションを書き換え

るときがきたら、「イグナチオ教会

はインターナショナルコミュニテ

ィを目指す」と明記すべきだと思

っています。 

 そして神さまが与えてくださる

「福音の喜び」を私たちがどのよ

うに分かち合っていくかを考え、

その喜びを生きていく。これが教

会、そして私たち信徒が目指す方

向性の大前提です。 

 

 ミッションを実現する 4つの柱 

 このミッションを実現するため

に、具体的にどのような信仰生活

を歩めばいいかという 4 つの柱を

設けました。 

 まず 1 つ目の柱が「祈りを深め

  

[新しい協働]フォーラム 
◎ミッション 2030◎ ニューズレター VOL.6 

 

聖イグナチオ教会では 2017 年度から「ミッション 2030」に取り組み、「祈りを深める」「福音を伝える」 
「共同体を生きる」という各柱で、順次ワークショップを行ってきました。 
今年度は「新しい協働」をテーマに、司祭、修道者、信徒の区別なく連携していくことを目指して、教会活

動を広く見直すためのフォーラムを全６回の予定で開催してきました。 
最終回となる第 6 回フォーラムは 2022 年 3 月 20 日(日)に行われ、英神父さまからミッション 2030 の

スタートから現在までの活動の詳細をお話しいただき、その後、参加者の皆さまと分かち合いを行いました。 

第 6 回「英神父さまと語り合おう ミッション 2030」 

英神父さまのお話 

◇ミッション 2030 前文◇ 

 私たち聖イグナチオ教会は、

祈りにもとづく使徒的共同体を

生きていきます。 

 現代の社会は、命の軽視や孤

独、過度の競争原理や格差、環境

破壊など、未来に希望を見いだ

しにくい反福音的なものに脅か

されています。それに対して、私

たちは自分たちの殻に閉じこも

ることなく、いつくしみの扉を

開いていきます。 

 私たちは、同伴者イエス・キリ

ストと心を合わせて、貧しい人

や弱い人の声を聴き、皆でとも

に手をたずさえて（日本人も外

国人も、老いも若きも）、福音の

喜びを分かち合っていく使命を

生きていきます。 
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る」です。教会にとって、また私た

ち信徒にとって、祈りはすべての

土台です。神からの呼びかけを一

人ひとりが受け止め、信仰と生活

がひとつになるように心がけ、キ

リストの使徒として生きるために

神との生きた交わりを深め、聖イ

グナチオの霊操にもとづいた霊的

養成を心がけていきます。 

 2つ目の柱が「福音を伝える」で

す。社会全体の福音化を目指し、教

会、職場、家庭など各々が置かれて

いる場で福音を生き、福音を伝え

る気持ちを大切にしながら、共同

体として個人として、仕える心で

使命を果たすように目指していき

ます。 

 3つ目の柱は「共同体を生きる」

です。信徒一人ひとりがこの教会

を「わが家」と思えるように、つな

がりや交わり、居場所感などを大

切にし、どんな人も迎え入れ、互い

に支え合いながら生きていくこと

を目指します。 

 そして 4 つ目の柱が「新しい協

働」です。お客さま気分で教会に来

るのではなく、各自が主体的に奉

仕や活動に取り組み、協働する体

制を目指していきます。この根底

にあるのは司祭や修道者の不足と

いう問題です。献堂時と今を比べ

ると、司祭の数は半減しており、今

後も増えることは望めません。で

すから司祭や修道者に頼らず、信

徒が主体的に教会生活、信仰生活

を営んでいく必要があります。さ

らにイエズス会の教会としてイグ 

 

 

 

 

 

ナチオの霊性を深め、世界のイエ

ズス会が考える優先課題「UAPs」 

(イエズス会使徒職全体の方向づ

け)にも取り組んでいきます。また、

イエズス会の4つの教会(イグナチ

オ教会・山口教会・祇園教会・六甲

教会)の連携を強め、東京教区の一

員として他教会とのつながりを大

切にしていきます。 

 以上の柱を、2017年から毎年ひ

とつずつ取り上げ、重点的に取り

組んできました。新型コロナウイ

ルスの影響で、「新しい協働」が

2021年度の実施になりましたが、

それも無事終わり、ミッション

2030の立ち上げ・計画立案・実施

に携わってきた「ミッション促進

チーム」はこれで解散となります。

ただしミッション2030そのものは

今後も続きますので、活動を継続

するスタッフを中心に新たな取り

組みを行っていきます。 

 

 各柱の具体的な活動目標 

 4つの柱にはそれぞれ、「アクシ

ョンプラン(AP)」(添付資料参照)

と呼ばれる活動目標を設定し、セ

ミナーやワークショップを開催し

たり、新たな活動を立ち上げたり

しながら具体的に取り組んできま

した。 

 初年度となる 2017年度には 1つ

目の柱である「祈りを深める」に重

点を置き、まず、個人そして活動グ

ループで霊的な振り返りを行い、

刷新を目指しました(AP1-1、1-2)。

活動グループの刷新は今なお緊急

の課題です。活動グループの多く

が高齢化し、活動の継続が難しく

なっているからです。今年度のフ

ォーラムをグループメンバーの募

集の場にする構想もありましたが、

活動休止中のグループが多く、叶

いませんでした。これは今後、工夫

して取り組んでください。 

 祈る機会を作る(AP1-3)という

部分では、「祈りのとりなし隊」と

いうグループを立ち上げ、主任司

祭として祈ってほしい意向をグル

ープの参加者に伝え、祈ってもら

っています。 

 典礼(AP1-4)は、今年 11 月に式

文が大きく変わるので、学び直し

が必要です。共同体として祈る機

会(AP1-5)はかなり増えました。聖

体礼拝、十字架の道行き、ロザリオ

の祈りなど伝統的な信心の他、聖

書通読、現代的な黙想であるラビ

リンスウォークなどが始まってい

ます。また、YouTubeで霊操講座の

配信もスタートしました。 

 2018年度には 2番目の柱、「福音

を伝える」に取り組みました。コロ

ナのおかげもあって、ミサや講座

の配信、ホームページ、ツイッター

などさまざまな発信(AP2-1)が行

われるようになりました。共同体

に迎え入れる体制(AP2-2)では「ウ

ェルカムテーブル」がスタートし、

目覚ましい活動をしています。 

 一方、今後も引き続き取り組ん

でいきたいのが、信徒による入門

講座(AP2-3)とエコロジー(AP2-4)

です。信徒による講座は既にいく

つか行われていますが、司祭・修道

者の減少に対応するためには不可

欠です。エコロジーはイエズス会

の「UAPs」や東京教区の「宣教司牧

方針」でも取り上げられ、社会的に

も重要な課題です。引き続き取り

組んでいきましょう。 

 東京五輪に向けた歓迎体制

(AP2-5)は、かなり準備が進んでい

ましたが、ご存じのように無観客

ミッションを実現する 4つの柱 

 １.祈りを深める 

 ２.福音を伝える 

 ３.共同体を生きる 

 ４.新しい協働 
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開催になってしまいました。しか

しコロナ後に外国人観光客が戻っ

てくることを想定して、「ウェルカ

ムプロジェクト」という形で活動

を続けています。各聖堂の入り口

にQRコードが付いているのはご存

じでしょうか。あれは同プロジェ

クトのメンバーが作った教会案内

です。QRコードを読み取ると聖堂

の説明が出てくるので、試してみ

てください。 

 東京直下型地震に対する備えと

して「防災小委員会」(AP2-6)を立

ち上げましたが、今後は「防災対応

チーム」が発足する予定になって

います。困っている人を助ける活

動(AP2-7)としては、おとな食堂、

シェルターなどの活動がスタート

しています。 

 2019年度は 3番目の柱、「共同体

を生きる」に取り組みました。洗礼

を受けた人の後追い調査(AP3-1)

は、受洗後、教会に根付かない人が

多数いるという背景から行われま

した。残念ながら理由や原因を特

定するには至りませんでした。こ

れは継続的な検討課題です。また、

行事やイベントを信徒同士のつな

がり作りの場にしようという考え

からいくつかの取組みをしました

が(AP3-2)、コロナ禍に入ってほと

んどの行事がオンライン化された

ため、今のところあまりうまくい

っていません。 

 小共同体づくり(AP3-3)では、 

「シャロンのバラの会」という代

父母の会ができました。当教会は

挙式数が多いのですが、結婚後、教

会とつながりを持たないカップル

が多いので、そのあたりも今後の

課題です。高齢化社会への対応

(AP3-4)も、コロナ禍に入り残念な

がらほとんどできませんでした。 

 その一方で、非常に活発になっ

たのが青少年活動(AP3-5)です。

WYD(ワールドユースデー)には教

会から正式に若者を派遣していま

す。派遣者たちは WYD を通して信

仰を深め、意識が高くなり、帰国後

は積極的に教会活動に取り組んで

います。次回の WYDは 2023年にリ

スボンで開催されますが、以前と

比べて外国人の派遣対象者が格段

に増えていることは、インターナ

ショナルな若者の活動が活性化し

ている印です。毎年 4月 31日には、

若者たちによるイグナチオユース

デーも開催されています。 

 ボランティア派遣は、熊本の震

災や広島の災害の際に行われまし

た。これも現在はコロナ禍で休止

中ですが、派遣に必要な資金は確

保してあり、いつでも再開するこ

とができます。 

 弱い立場にある人への合理的配

慮(AP3-6)に関しては、聴覚障がい

者のために、話した言葉が文字変

換される「UDトーク」という設備

の導入を検討していました。性能

が不十分といった理由などで導入

には至っていませんが、加齢によ

り聴力が低下している方々のため

にも重要な取り組みです。テクノ

ロジーは日進月歩なので、携帯ア

プリなどで対応できる時がいずれ

来るかもしれません。 

 そして2021年度に取り組んだの

が4番目の柱、「新しい協働」です。

ミッション2030が始まった当初は

「きょうどう」と平仮名表記でし

たが、共に働くという意味を意識

して、漢字表記の「協働」に変わり

ました。 

 協働委員会の設置(AP4-1)とい

う部分については、「ミッション小

委員会」を立ち上げ、教会組織の見

直しを始めています。昨年は同委

員会が中心となって活動グループ

規約の改正を行い、さまざまな活

動をしている方たちに「活動グル

ープ」としての登録と、「教会活動

連絡会議(活連)」への加入を呼び

かけました。そして今後は活連の

再編成に取り組もうとしていると

ころです。その目的は活動グルー

プ間の連携を強め、協働をさらに

進めていくことです。 

 東京教区(AP4-2)からは近々、教

会活動の仕組みの見直し案が出る

予定です。そのなかでは各教会に 

「教会委員会」を設置するように

との提言がなされているので、今

後、教会委員会の規約を作り、新た

な宣教司牧評議会を立ち上げると

いう課題が待っています。また以

前、故岡田大司教から「年 1 回、

総会を開くように」との提言があ

りました。当教会では昨年ようや

く、「年次報告会」という形で開催

することができました。この年次

報告会も、報告をただ聞くだけで

なく、今フォーラムのように信徒

が参加し、分かち合いを行うよう

な形で開催したほうが意義がある

かもしれません。 

 イエズス会の教会としてのアイ

デンティティやミッションを共有

していく(AP4-3)という点では、イ

グナチオ年にちなんで霊操の講座

を開催したりUAPsに取り組んだり、

今般のウクライナ危機に当たって

JRS(イエズス会難民サービス)と

連携し、信徒の皆さんに募金に協

力して頂いています。また一昨年

にはクリスマス募金を集め、スリ

ランカのエコロジーセンターに寄
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付しました。コロナ禍が収束した

ら、そのエコロジーセンターを訪

問するなどイエズス会の世界的ネ

ットワークとつながりを作ってい

くことを考えたいものです。 

 イエズス会の 4 つの教会との連

携は深まっており、巡礼の企画も

持ち上がっています。私が六甲教

会に赴任するので、皆さんが巡礼

に来たら何ができるかを考え始め

ています。六甲教会なら高山右近

がテーマになるでしょうか。 

 以上、ミッション 2030の取組み

について総括しましたが、ミッシ

ョンの根幹である前文と 4 つの柱

は今後も変更せず、これに沿って

歩んでいくと良いでしょう。それ

に対して、アクションプランは刻

々と変化していくべきものですか

ら、今後どのようなことに、どのよ

うな方法で取り組んでいくかは、

そのつど練り直すことが必要とな

ります。達成できていないことは

見直し、工夫して、新たな形で取り

組んでいくことです。 

 

 

 英神父さまのお話の後、参加者

の皆さまが分かち合いを行いまし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た。抜粋してご意見を紹介します。

「これほど多くの取り組みが行わ

れていたことをはじめて知った。

私なりに伝え続けていきたい」 

「持病があるので、ミサや講座の

配信に助けられている」 

「ネット難民も生まれている。そ

ういう信徒への対応は今後の課題

である。ハウツー講座などがある

と良い」 

「教会共同体は祈りが基本だと再

認識した。霊操や祈りを大切にし

ていきたい」 

「若者の活躍はとても嬉しく、頼

もしい」 

「高齢者の集まる場があると良い。

同世代で分かち合いをしたい」 

 

 

 イグナチオ教会が目指す姿は、

ネットワーク型の教会だろうと思

います。規模の大きさからいって、 

全員が一丸となって何かをすると

いうのは難しいので、「さまざまな

形で緩やかにつながる」、そんなイ

メージです。コミュニティや共同

体の私なりの定義は、顔や名前が

互いにわかる10人程度の規模です。

信徒一人ひとりがそうした小さな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同体に何らかの形で属すのが理

想ですが、深い関わりを望まない

方、ネット上でつながっていれば

いいという方など、ニーズは様々

です。メールマガジンや手紙など

方法はいろいろあるので、各ニー

ズに応じたつながりを作っていく

と良いでしょう。コロナ禍とコロ

ナ後、状況によってもニーズは変

わります。絶えず工夫し、考えてい

くようにしましょう。 

 「同世代で分かち合いをしたい」

という意見が出ていましたが、や

りたいことがあれば積極的に挑戦

してみてください。大きな教会で

すから人材は豊富で、何でもでき

ます。ただしそれには旗振り役が

欠かせません。つまり、一人ひとり

が主体的に活動に取り組むことが

必要です。例えばこのような形の

フォーラムを定期的に開催し、そ

こで提案したり人材を募ったり、

新たな活動を立ち上げる場にした

りするのも一案です。前向きな気

持ちになって声かけをしたり、仲

間づくりをしたり、いろいろと工

夫してみると良いと思います。 

 皆で力を合わせて、今後もがん

ばってください。 

信徒の分かち合いから 

英神父さまのまとめ 

【ミッション 2030の歩み】 

 2014年 信徒評議員研修会で教会生活を見直すことが決定 

 2015年 信徒参加による「教会生活見直しワークショップ」を開催 

 2016年 教会の方針「ミッション 2030」を決定 

 2017年 1つ目の柱「祈りを深める」に取り組む 

 2018年 2つ目の柱「福音を伝える」に取り組む 

 2019年 3つ目の柱「共同体を生きる」に取り組む 

 2020年 新型コロナウイルスの拡大により教会活動が制限される 

 2021年 4つ目の柱「新しい協働」に取り組む 
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〈１．祈りを深める〉 

AP1-1：まずは一人ひとりの霊的刷新から。自分の召命を意識し、自分の使命を見いだ     

すこと。そのために、何かしら 1 年間の霊的ふりかえりの計画を立案・実施。

個人レベルにおいて、何らかの促進・刺激を与える。例えば、個人的なふりか

えりのワークシートを作ることか。 

AP1-2：各活動グループもミッション 2030 からふりかえりの機会をもつ。各グループが

刷新されるように。5 年、10 年後を意識して、場合によっては活性化のために

何かを変えていくことも。例えば、活連などを通して呼びかけ。 

AP1-3：ミッション 2030 を実現する一歩として、実際に祈る機会を作る刺激と工夫。 

    さまざまなキャンペーンを張る。日曜日のミサに出よう運動。朝晩の祈りをし

よう運動など。 

AP1-4：典礼の見直しと工夫を重ねていく。 

       例えば、葬儀の見直し、主日のミサの時間変更など 

AP1-5：共同体で祈る機会をこれからも作っていく。 

       例えば、聖体礼拝、ラビリンスウォーク、十字架の道行き、ロザリオ 

 

〈２．福音を伝える〉 

AP2-1：新しく来る人を迎え入れる体制（１）。 

    インターネットでの迎え入れの充実。ホームページ、フェイスブックなど。 

AP2-2：新しく来る人を迎え入れる体制（２）。 

       教会案内（コンシェルジュ）を常駐して、いつでも誰でも迎え入れるように。 

AP2-3：信徒による入門講座開設の準備を始める。 

       東京教区（古川氏が参加）、上智大学と連携しながら。 

AP2-4：信仰に基づく正義の促進やエコロジーについての学習会や活動の充実。 

AP2-5：2020 年東京オリンピック大会の歓迎体制を検討する。 

AP2-6：防災委員会の再開。東京直下型の大震災が起きたときの、教会の対応を検討し     

ておく。防災訓練から次の段階として。 

AP2-7：今、困っている人を助ける具体的な活動をいつでも始められるように、応援し

ていく。 
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〈３．共同体を生きる〉 

AP3-1：洗礼を受けた人の後追い調査。 

       受洗後、教会に定期的に来ない人の原因を調査して、改善点を探していく 

AP3-2：既存の行事を、共同体的なつながりづくりに活かしていく工夫。 

       例えば、教会祭で名札をつけてみる。あいさつ運動をする。さまざまな行事の

フォローアップを考えてみる。 

AP3-3：小共同体づくり。多くの人に多様な居場所を作っていく工夫。 

AP3-4：高齢化社会への対応。高齢信徒のケアと葬儀のあり方を見直す。 

       現在の病者への聖体奉仕、訪問グループなど。葬儀に信徒がかかわる。 

AP3-5：青少年の活動の活発化の工夫。 

       WYD へ派遣、ボランティア派遣、イグナチオユースデイを始めるなど。 

AP3-6：弱い立場にある人に対する合理的配慮（障害者差別解消法に基づく）を心がけ

る。例えば、聴覚障害者のために、ＵＤトークを導入する。 

 

〈４．新しい協働〉 

AP4-1：協働委員会を設置。司祭減少に対して、信徒の役割の拡大をしっかり腰を据え

て考え、計画を練る。将来的には、教会組織の見直しまで。 

AP4-2：東京教区との連携。 

 さまざまな委員会への参加など。 

AP4-3：イエズス会の教会としてアイデンティティ。イエズス会のミッションを共有し

ていく。 

 

 

 

 


